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1. エグゼクティブサマリー

>>四半期の重要トピック TOP7（中国）

# トピック 重要度 カテゴリ

1 中国の再エネ累計設備容量が23.4億kWに到達 --全電力の60%を占有 最重要 市場全体

2 光伏新規装機が初のマイナス成長 --2026年1-2月で32.48GW、前年比17.7%減 最重要 太陽光

3 十五五エネルギー規画で風光年間2億kW増を維持

--非化石比率2030年25%目標

最高 政策

4 海上風電が急成長 --2026年新規11-15GW見込み、前年比40%以上増 最高 風力/海上

5 寧徳時代が山東で100GWh超の蓄エネ拡産 --固体電池も中試線投産 高 BESS

6 三峡集団が11の揚水蓄エネを同時建設 --総装機1,630万kW 高 水力/揚水

7 風電企業の海外進出加速 --金風/遠景/明陽がサウジ・英国・ブラジルへ 中高 企業動向

>>四半期総括

2026年第1四半期の中国再生可能エネルギー市場は、「歴史的な規模達成」と「成長モデルの転換」という二つの大きな潮流

によって特徴づけられた。2025年末時点で中国の再エネ累計設備容量は23.4億kWに到達し、全電力設備の約60%を占めるに至

った。風力6.4億kW、太陽光12億kWの合計18.4億kWは全体の47%を占め、歴史的に初めて火力発電を上回った。

しかし一方で、光伏（太陽光）新規装機は初のマイナス成長に転じた。2026年1-2月の新規装機は32.48GWで前年同期比17.7

%減となり、平価上網（FIT廃止）以来初の減少である。背景には分散型光伏管理弁法の施行による市場の様子見、電力市場化

改革（スポット市場への移行）による収益率低下、電網消納圧力（一部地域での接続容量飽和）がある。2026年通年では180-

240GWの新規装機が見込まれ、2025年の315GWから大幅減となる見通しである。

風力発電は対照的に好調で、2026年の新規装機は陸上120GW、海上10-15GWの計130GW以上が見込まれる。特に海上風電は

前年比40%以上の急成長が予測される。蓄エネ分野では寧徳時代が山東済寧で100GWh超の大規模拡産を計画し、固体電池の

中試線（パイロットライン）投産も進む。三峡集団は11の揚水蓄エネ電站を同時建設中で総装機容量は1,630万kWに達する。

十五五エネルギー規画では新エネルギー発電装機比率50%超、年間2億kWの風光新規装機維持が打ち出され、中長期の成長路

線は堅持されている。
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1b. 再生可能エネルギー 分野別比較（中国市場）

分野 主要プレーヤー 主用途 成熟度 四半期動向

太陽光 隆基 / 晶科 / 天合 / 通威 ユーティリティ・

分散型

商業期 1-2月32.48GW（前年比-17.7%）。TOPCon

比率81%。PERC淘汰加速

陸上風力 金風科技 / 遠景能源 / 明陽智能 電力供給 商業期 2026年120GW見込。機組価格下行圧力。収

益靭性あり

海上風力 明陽智能 / 金風科技 / 上海電気 大規模電力供給 成長期 2026年11-15GW。前年比40%超増。広東21.

4GW推進中

水力・揚

水

三峡集団 / 国家電網 ベースロード・蓄

電

商業期 累計4.5億kW。三峡11電站1,630万kW同時建

設

バイオマ

ス

国能生物 / 各地方企業 熱供給・発電 商業期 累計0.47億kW。政策は因地制宜の開発推進

地熱 中石化新星 / 中石油 供暖・発電 発展期 雄安で2,000万m2供暖。直接利用は世界首位

海洋エネ 中科院 / 各研究機関 潮流・波力 実証期 規模化利用を推進中。政策的な支援強化

BESS 寧徳時代 / 比亜迪 /

億緯リチウムエネ

RE統合・グリッ

ド

急成長 世界300GWh超。寧徳100GWh拡産。Na電

池量産開始

>>重要マイルストーン展望（2026～2028）

時期 マイルストーン 企業/機関

2026 Q2 浙江天台揚水蓄エネ170万kW全容量投産 三峡集団

2026 Q2 十五五エネルギー規画・再エネ規画の正式公布 国家能源局

2026 Q3 比亜迪重慶璧山20GWh固体電池量産線稼働 比亜迪

2026 Q3 分散型光伏管理弁法の市場影響が本格化 国家能源局

2026 風電年間新規装機130GW以上（陸上120+海上10-15） 業界全体

2027 太陽光累計装機15億kW突破見込み 業界全体

2027 寧徳時代Na電池の蓄エネ分野大規模応用 寧徳時代

2028 非化石エネルギー消費比率25%目標の中間評価 国務院

>>四半期のキーワード・トレンド

トレンド 内容 影響度 今後の展望

規模から価値

へ

光伏が初のマイナス成長。量的拡大から質的転換への分水嶺 最高 市場化改革が進み、収益性重

視の選別が加速

海上風電の急

成長

2026年11-15GW新規。広東・福建・山東が牽引。深遠海への展開 最高 十五五で年間1,500万kW以上

の海上風電新規を計画

蓄エネの多元

化

Li-ion主流にNa電池・全バナジウム液流・圧縮空気が台頭。寧徳/比亜迪が

固体電池推進

高 2026年は固体電池産業化の「

鍵となる年」

電力市場化改

革

スポット市場全面展開。分散型光伏は節点電価で収益が左右される時代に 高 消納能力がプロジェクト採算

の最大変数に
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企業の海外進

出

金風・遠景・明陽がサウジ/英国/ブラジルに製造拠点。風機輸出7.7GW 高 中国再エネ企業のグローバル

化が本格的に始動
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